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ナンキンマメおよびエンドウに発生する
ナ ンキンマ メ斑紋ウイルス
CPeanut mottle virus) 







































全身感染植物:ナγキンマメ，エンドウ〈仏国大爽， :It十日絹爽，ウスイ)， ソラマメ， イン
ゲン(山城黒三度，つるなし金時)，ダイズ，アズキ，ザザゲ(黒種三尺1)，ダルマ，カ




:/，ホワイトパー レー )， Nicotiana rustica，センニチコウ1)
非感受性植物
ェγ ドウ (WisconsinPerfection2))，ラジノクロー パー ， レッドクローパー，スイート
クローパー，アルフアルファ，フジマメ2>，Crotaralia spectabUis，ゴマ，キュウリ，








品種では局部病徴だけで全身感染はおこらない. トy プクロ y プインゲンの局部病斑は明
確であり検定植物に好適である(第1図E). ソラマメでは局部えそ病斑を生じ， 上薬は
退緑斑点や葉肱退緑による軽いモザイク斑紋となる(第1図D). ダイズ，アズキ，ササ
































室温 500C 55 60 65 70 
耐熱性(10分)
32.8* 15.5 2.3 。。。
xlO-1 10-2 10-3 10-‘ 10-5 
希釈限度
32.8 2.5 0.8 0.7 。
0日 1 2 4 8 
保存限度 (200C) 















*検定植物(トップクロ ッ プインゲγ) の 3~5 接種初生葉に生じた平
均病斑数
2~4 日であった. 別のウイルス株を用いた試験では耐熱性が 60~650C 10分， 希釈限
度は1O-~~ 4 x 10→倍，保存限度が200Cで4日とし、う成績も得られた.
6.ウイルス粒子の形態
Dip法試料の電子顕微鏡観察で見られる本ウイルスの粒子は第 1図Fに示すように長さ




mottle type (GRV-M) (12)， peanut mosaic (1)， pcanut mi1d mosaicおよび severe
mosaic (2)， tobacco ringspot virus (TRSV) (3)， tomato spotted wi1t virus (TS 
WV) (4)， turnip mosaic virus (TuMV) (7)， peanut mott1e virus (PnMV) (8)な
どが報告されている. 本報のウイルスは TSWVや TRSVに比べると寄主範囲が狭く，
ウイルス粒子の形態からみてもこれらとは別種である.Cheoら(1)の peanutmosaic 
も本ウイルスとは寄生性の面で大きな差異が認められる. Cooper (2)の peanutmi1d 










報告し， 約750mμ の長さのひも状であるとしている. したがって， 本報のウイルスは
Kuhnや Schmidtらのウイルスと同種のものとして peanutmottle virusと同定して
差支えないと考えられる.ウイルスの和名はナンキンマメ斑紋ウイルスと命名したい.
著者ら(西門，井上， 1953)は前にナンキンマメの軽いモザイク病が汁液接種では移ら
















bean mosaic)，ササゲモザイク (vignamosaic)，ダイズモザイク (soybeanmosaic)， 
エンドウ種子伝染モザイク (peaseed-borne mosaic)，エンドウモザイク (peamosaic) 








2， 3のインゲン品種などに全身感染し， トy プクロ y プなどのインゲンには局部えそ斑
点を生じる. マメ科以外でも Nicotianarustica，タバコ， センニチコウの接種葉に無病
徴感染が認められるが，Chenoρodium amaranticolor， N. g/utinosaなどには感染しな
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い.インゲン黄斑モザイクウイルスのえそ系との聞に干渉効果は認められない.粗汁液中
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訂正
農学研究第52巻第1号に掲載された著者の報交i1967年までに報告された本邦産長形ウイルスの
Brandesの方式による類別」の第1表中の Carrotred leaf V.ユンジγ・黄化病ウイルス (41頁
第1行〉は Celer，.mooaic V.セルリー・モザイタウイルスの関連いであるので訂正する。
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